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代表者メッセージ 
 

 

 

～  「多様な仲間と 築く安全 未来の職場」  ～ 
 

令和 7 年度の全国安全週間を迎えるにあたり代表者としてメッセージを発信させて頂きます。

私たち北関東環境開発㈱は、日頃から安全に取り組み、事故、怪我、第三者災害などを起こさ

ない為に、努力しています。 

安全文化の構築は、1 人 1 人の安全に対する考え方と意識にほかなりません。誰かに（上司

に・同僚に・仲間に・家族に・友達に）言われるから〇〇しなければならない。という意識は

誰しもがあるものです。しかし、「言われるから」或いは、「言われたら嫌だから」という言葉

の裏側には、ケースバイケースは勿論ありますが、こと安全への取り組みに関しては、自身の

主体的な考え方があるのだろうか？と自問自答してみてください。なぜこの取り組みを推進し、

なぜ安心・安全と発信しているのか？答えは簡単明瞭であります。1 人 1 人の安全と健康を守

るからに他ありません。決して利己的になれという意味ではありません。互いに協調性（強調

性）をもって、1 人 1 人が、一から安全を理解し、実践していくことが安全レベルを上げる礎

であります。 

私たちの産業においては事故が多い業種と言われています。実際に全産業のうち建設業の事

故件数は多く３Ｋと言われる要因にもなっています。だからこそ、自分たちの産業をよくした

い。働いている方々の安全と健康を守りたい。若い方にも実際の建設業の取り組みを理解して

もらい入社する人を増やしたい。自分たちの仕事のイメージを変えたい。それが私の信念であ

ります。新たに熱中症の法令も改正され研修を受講して頂きましたが、各位 1 人 1 人がプロ意

識をもって体調管理をされ、会社全体で熱中症に致しても対応・対策を講じ、暑い真夏を乗り

越えていきましょう！！  

人は忘れる動物であり、慣れると慢性化、形骸化します。７月 1 日～7 日の安全週間は、全

産業で取り組む安全イベントでもあります。前半、小さな事故・怪我の件数が増えています。

小さな事故・怪我発生要因の裏側には、大きな事故や怪我につながる要因が潜んでいます。こ

のイベントを生かし今一度原点に立ち戻り、安全活動に取り組んでいきましょう。皆さまのご

理解とご協力を心からお願い申し上げます。 

 


